
「企業の求める「企業の求めるデジタル人材とは」デジタル人材とは」

I T 業界での業務はプロジェクト開発

（チーム開発）がほとんどです。

プログラミングの能力はもちろん、自分

がプロジェクトのどの部分を担っている

かといったシステム全体を把握すること

も必要です。

また、顧客の要望を正確に把握する能力、

システムの内容を顧客に説明する能力も

必要となります。

この訓練は上記のような現場のニーズを

反映したカリキュラムになっています。



 

コース番号 訓練科名 定員(最少開講人数) 訓練実施施設 レベル 

現場で役立つプログラミング科 20名（４名） エスワイ・ＩＴカレッジ 初級 

●科の内容 
ニュースなどで「DX人材」という言葉を聞かれた方も多いのではないでしょうか。 

DXとは「デジタルトランスフォーメーション」を略した言葉で、デジタルの「D」と、トランスフ

ォーメーション（変革）の「X」を合わせて「DX」と表現され、日本語では「デジタル変革」と訳

されています。つまり「DX」とは、デジタル技術を使って、人手のかかっていた作業を自動化・

効率化することで、社会や暮らし全体がより便利になるよう変革していく取り組みを指します。

そして「DX」が推進される社会でその中心で活躍する人材が「DX人材」と呼ばれ、これからの社

会で重要な人材であると考えられます。そして「DX人材」の基礎になるスキルとしてあげられる

のが、「プログラミング」です。 

しかし、未経験からプログラミングというと、何から取り組めば良いのかが分からない。独学で 

始めてみたものの、継続して取り組めば就職できるのかが分からない。 

そう感じた方もいらっしゃると思いますが、実は未経験からでもIT業界に就職できる、ITエンジ

ニアになれるチャンスがあります。 

現場で役立つプログラミング科は、IT知識やJAVA言語を使ったWEBサイト開発まで一通り学べる

コースです。 

現役エンジニアが丁寧に教えます。未経験からでもIT業界への就職実績は多数ありますので一緒

に学びましょう！ 

●取得目標資格 
情報処理推進機構 基本情報技術者試験 受験料は7,500円（税込） 

●就職先の主な職務 
プログラマ、システムエンジニア、WEBエンジニア、DBエンジニア、その他営業職、事務職全般 

●独自の就職支援内容 
個々の希望に即した内容で就職支援を行います。 

・履歴書の添削…採用担当者が履歴書を添削しアドバイスします。 

・面接練習…採用担当者や面接官から実際の面接時のポイントの指導、希望者には面接練習可。 

・対話練習…朝礼やスピーチなど、話す機会を設けることでコミュニケーションスキルの 

      向上を図り、就職活動に役立てます。 

・座談会…ITエンジニアとの座談会を通じてIT業界の仕事のイメージを掴み就職に役立てます。 

・会社説明会…積極的に未経験者採用をしている企業の会社説明会を行います。 

●訓練に用いる主な設備等 
パソコン一式：Windows、Java開発環境、インターネット常時接続 

○訓練実施施設所在地 
名古屋市東区代官町35番16号 

第一富士ビル２階 

○受講生の応募条件 
パソコン基本操作が出来る方 

※タッチタイピングのできる方 

(ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ見ながらでも可) 

○適性検査の方法 
筆記（国、数、英）、面接 

○適性検査の合否基準 
筆記：100点満点中50点以上 

面接：50点満点中25点以上 

○訓練時間 

9:30～16:10まで 

(コロナ対策で10:00～16:40に 

 変更の可能性あり) 

○教科書代等自己負担額 

教科書代 2,600円 

○説明会 

日程:3月23日(水)、3月24日(木) 

3月28日(月)、3月29日(火) 

時間:9:30-11:30(内30分程度) 

○問い合わせ先 

担当 (淺井、遠藤) 

 科目 科目の内容 時間数 

学 科 

ITとビジネス 企業活動と財務活動、データ利活用、ITサービスマネジメント、e-ビジネス 18 

コンピュータ概論 コンピュータの構成とハードウェア、OSとファイル管理、基数変換 9 

情報セキュリティ マルウェアとサイバー攻撃、情報セキュリティ管理 12 

業務分析 業務評価、業務プロセスとモデリング、業務プロセスの分析 24 

ネットワーク ネットワーク構成、TCP/IP、サーバーの種類と設定、クラウドとオンプレミス 24 

ビジネススキルと 

コミュニケーショ

ン 

ビジネスマナー、ビジネス文書、Web会議ツールの活用、コミュニケーション 24 

業務効率化 現役エンジニアによる、業務で使えるツールを使った効率化講座 9 

小 計 120 

実 技 

アルゴリズムとプ

ログラミング 
Javaプログラミング言語の基本構文、アルゴリズム 172 

開発手法とプロジ

ェクトマネジメン

ト 

システム開発プロセス、テスト手法と運用・保守、ソフトウェア開発手法、 

プロジェクトマネジメント 
44 

データベース データベース設計と正規化、テーブルとクエリ、トランザクション処理、SQL 48 

総合演習 総合演習、コードレビュー 75 

小 計 339 

合 計 459 



 

 

１ 応募対象者 

○公共職業安定所に求職申込みをした方で、公共職業安定所長が適職に就くために訓練受講の必要性を認め、公共

職業安定所長から受講指示、受講推薦又は支援指示を受けることのできる方。  

○訓練を受講することにより、早期就職（訓練修了後３か月以内）を希望している方。（訓練修了時から３か月後ま

での就職状況を把握する調査があります。） 

＜注意事項＞ 

公共職業安定所長の受講指示、受講推薦又は支援指示を受けて公共職業訓練受講修了後 1 年以内の方は原則とし

て、受講できません。過去１年以内に公共職業訓練又は求職者支援訓練を正当な理由なく中途で辞められた方は

原則として、受講できません。 

◇ 雇用保険の受給資格のある方又は受給中の方で公共職業安定所長の受講指示を受けて入校された方には、雇用保険の失

業給付（基本手当、受講手当、通所手当）が支給されます。（受講指示には一定の要件があります。詳しくは、訓練申込

前に住所を管轄する公共職業安定所で御相談ください。） 

◇ 受講指示以外の方で、一定の要件を満たし、公共職業安定所長の支援指示を受けて入校された方には,職業訓練受講給付

金を受けることができる場合があります。（詳しくは、訓練申込前に住所を管轄する公共職業安定所で御相談ください。） 

２ 募集期間 

2022年３月18日（金）から４月１日（金）まで ※募集期間内に応募者数が定員に満たない場合は、４月８日（金）まで継続募集を行う場合があります。 

３ 応募方法 

応募者の住所を管轄する公共職業安定所で職業相談を受け、適職に就くために訓練を受講することが必要と認められた方は、

公共職業安定所を経由して「入校願書」を提出してください。 

託児サービスを利用される方は、「入校願書」提出後、入校選考日に「職業訓練受講期間中に係る託児サービス利用申込書」に

必要事項を記入し訓練実施施設に提出してください。 

託児サービス利用申込書は名古屋高等技術専門校webページより入手いただけます。※裏面参照 

４ 託児サービスについて 

下記のいずれにも該当する場合は、託児サービスの利用が可能となります。 

➀ 小学校就学前の児童の保護者であって、職業訓練を受講することによって、当該児童を保育することができない場合。 

➁ 同居の親族や、その他の方が、当該児童を保育することができない場合。 

➂ 幼稚園、保育園等の保育施設に当該児童を預け入れていない方 

➃ 託児サービス提供施設の利用条件(受入可能人数、受入可能年齢等)に適合する場合。 

なお、次の点にも御注意ください。 

･開講後、途中から託児サービスを利用することはできません。ただし、やむを得ない理由がある場合については、受講開始後

においても託児サービスを利用できることがあります。（受講開始後に、託児の利用対象年齢に達する場合等） 

・入校選考日当日の託児サービスはありません。 
※託児希望者が、定員を上回る場合は、抽選により利用者を決定します。なお、施設に余裕がある場合は、予定より人数を増や

すこともあります。（利用の決定は、入校選考結果とともに通知します。） 

５ 託児サービス提供施設の概要 
 

施 設 名 アップル園 池下 

所 在 地 名古屋市千種区仲田二丁目８番16号 

開設年月 平成９年８月 

管 理 者 園長 早田 裕介 
入所定員 30名 
職員人数 施設長：１名  保育士・スタッフ：９名 

【託児施設問い合わせ】電話： （担当：内藤） 

６ 受講者決定方法 

入校するには、訓練実施施設が行う適性検査に合格する必要があります。 

適性検査の合格者が募集定員を超えた場合は、適性検査の合格者から抽選で受講者を決定します。 

（継続募集を行った訓練コースの適性検査の合格者数が、募集定員を超えた場合については、継続募集で応募した

適性検査の合格者から抽選で受講者を決定します。） 

 

  



 

 

 

７ 入校選考日時・場所 

2022年４月19日（火）午前10時(予定)（応募者には入校選考の通知書を発送します。４月15日（金）午前中までに通知書が

届かない場合は、名古屋高等技術専門校（電話:０５２－９１７－６７１３）にお問い合わせください。） 

選考場所は、訓練実施施設が指定する会場です。（入校選考の通知書に記載します。） 

選考日に発熱等風邪の症状がある方は、選考を受けることができません。（入校日までの日数が短いため、選考の振替ができません。） 

日頃より新型コロナウイルス感染予防と体調管理をお願いします。 

８ 合否通知 

2022年４月25日（月）に入校選考の受検者へ入校選考結果通知書を発送します。 

通知書が４月28日（木）午前中までに届かない場合は、名古屋高等技術専門校にお問い合わせください。 

９ 訓練期間 

４か月訓練：2022年５月10日（火）から2022年８月30日（火）まで 

10 修了認定（修了証の交付） 

学科及び実技の訓練時間のそれぞれ８割以上を受講し、かつ、修了試験の結果などにより能力習得を確認できた方を該当訓練コ

ースの修了者と認め、修了証書が交付されます。修了試験の時期・内容等は、各訓練科を実施する訓練実施施設で異なります。 

11 訓練受講に係る留意事項 

欠席等により、学科及び実技の訓練時間のそれぞれ８割以上の受講が不可能な方については、訓練修了の見込みがない

ため、受講を打ち切らせていただきます。（病気欠席等理由を問いません。）また、他の受講者の受講に支障となる

行為や迷惑となる行為、講師や訓練実施施設の職員の指示に従わない等により訓練実施施設の規律を乱す行為であ

ると認められる場合、当該行為を行った方の受講を打ち切らせていただきます。 

12 訓練実施施設等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 その他 

◇ 受講料は無料ですが、テキスト等については実費が必要です。 

◇ 収集した個人情報については、訓練に関する目的以外には使用しません。 

◇ 応募者が最少開講人数を下回った場合は、訓練を中止する場合があります。 

◇ 就職支援の一環として、訓練実施施設がキャリア・コンサルティングを行うとともに、ジョブ・カード作成 アドバイザー等

によるジョブ・カードの作成支援を行います。 
 

 

 

訓練分野 情報技術 

コース番号 

訓練科名 現場で役立つプログラミング科 

訓練実施施設 エスワイ ITカレッジ 

住 所 
名古屋市東区代官町35番16号 
第一富士ビル2階 

最寄り駅等 地下鉄 新栄町駅 

電 話 

担 当 淺井・遠藤 

説明会日時 

日程…3/23（水）24（木）28(月）29(火） 

時間…9:30-11:30 (内 30分程度) 

※事前予約不要 

※説明会の参加は任意ですが、訓練の内容や訓練実施

施設の内容を知るための絶好の機会です。是非、御参加

ください。 
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